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第
二
子
北
條
時
行
の
子
で
あ
る
。
柳
ち
答
坂
某
の
女
は
時
行
の
室
で
、
共
子
は
高
宗
な
り
と
な
す
の
で
ぁ
る
。
さ

う
す
る
と
、
宗
良
親
工
御
人
信
常
時
の
高
宗
は
五
六
茂
の
幼
童
で
あ
っ
た
事
に
な
る
が
、
五
六
抜
の
高
宗
が
親
工

の
ｆ
に
御
便
宜
を
固
つ
た
こ
と
は
チ
ト
受
取
り
に
く
い
話
と
な
る
。
加
之
、　
一
稔
に
は
高
宗
此
時
共
子
高
重
を
し

て
松
千
城
な
守
ら
し
め
た
と
あ
る
か
ら
な
お
か
し
い
。
高
宗
は
上
野
の
人
で
も
、
信
濃
の
人
で
も
な
く
、
相
模
の

北
僚
時
行
の
愛
名
で
あ
る
。
柳
ち
高
宗
時
行
を
同

一
人
で
あ
る
と
の
詭
も
ぁ
る
が
「
こ
れ
は
誤
で
ぁ
る
。

大
河
原
城
主
の
高
宗
と
北
條
時
行
と
は
ど
う
し
て
も
別
人
と
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。
な
ぜ
な
れ

ば
、
時
行
が
建
武
二
年
以
後
に
於
け
る
行
動
は
近
頃
に
至
つ
て
確
質
な
る
材
料
が
資
見
さ
れ
、
死
所
も
明
に
な
つ

て
居
て
、
そ
れ
は
高
宗
と
は
何
等
の
交
渉
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
異
識
紛
た
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
常
時
の
形
勢
か
ら
糊
察
し
、
又
高
宗

一
生
の
行
動
上
よ
り
之

を
綜
合
的
に
考

へ
て
見
る
と
、
彼
が
始
維
大
河
原
に
在
つ
て
行
動
し
た
こ
と
ゃ
、
共
他
種
々
の
事
情
に
因
つ
て
私

は

「
高
宗
は
′―言
濃
人
な
り
。」
と
直
覺
的
に
思
は
れ
て
な
ら
な
い
。
私
は
質
に
か
く
信
じ
て
居
る
の
で
ぁ
る
。

右
の
如
く
高
宗
の
出
所
に
就
い
て
は
、
正
史
は
こ
れ
を
体
へ
て
居
ら
ぬ
か
ら
、
今
之
を
確
質
に
考
ふ
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
。
吾
々
は
唯

「
吉
野
朝
時
代
に
於
て
、
信
泄
大
河
原
に
豪
族
呑
坂
高
宗
あ
り
。」
と
云
ふ
こ
と

だ
け
は

（宗
良
裁
ェ
の
御
′
「
李
札
集
」
に
よ
り
て
）
確
認
さ
れ
る
か
ら
、
共
家
系
調
べ
は
後
日
有
力
な
史
料
を
得
た
時

ま
で
、
護
つ
て
お
き
、
今
は
高
宗

一
代
の
事
蹟
に
つ
い
て
考
へ
て
見
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
て
も
、
不

明
の
貼
が
少
な
く
な
い
こ
と
は
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

高
宗
が
識
忠
の
歴
史
を
知
ら
ん
と
す
る
も
の
は
、
先
づ
績
束
肝
軍
信
濃
宮
宗
良
親
上
の
御
事
蹟
に
つ
い
て
知
ら

な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
高
寮
は
親
工
に
旭
従
し
た
人
で
あ
る
か
ら
、親
上
に
つ
い
て
其
開
係
の
あ
る
部
分
を
語
れ
ば
、

高
宗
は
自
ら
明
に
な
る
道
理
で
あ
る
。
故
に
、
私
は
親
上
の
御
事
蹟
を
達
槻
し
な
が
ら
、
彼
の
こ
と
を
調
べ
て
見

た
い
と
思
ふ
。

二

宗
良
親
Ｉ
は
後
醍
醐
天
皇
第
八
の
皇
子
（戒
は
一本
ふ
第
二
と
、
或
は
日
ふ
第
四
と
）
で
正
和
二
年
（或
代
云
ふ
元
年
と
）

に
誕
生
あ
ら
せ
ら
れ
、
御
母
は
大
納
言
藤
原
■
世
の
女
の
贈
従
三
位
鶴
子
で
あ
る
。
御
年
十
除
級
に
し
て
、
妙
法

院
の
出
跡
に
御
入
室
に
な
り
、
御
名
は
奪
澄
法
親
Ｉ
と
中
本
り
、
次
で
御
兄
大
塔
宮
箪
雲
法
親
Ｉ
の
後

を
襲

う

て
、
天
台
庄
主
と
な
ら
せ
ら
れ
て
、
三
品
に
叙
し
、
暫
ら
く
は
比
椒
山
に
御
座
あ
ら
せ
ら
れ
た
。

元
弘
元
年
の
二
月
天
皇
が
笠
置
に
幸
せ
ら
れ
た
時
、
花
山
院
師
賢
が
比
椒
山
へ
仔
つ
て
鳳
禁
の
巡
と
な
し
た
る

も
、
事
穎
は
れ
て
倫
徒
等
は
皆
恢
き
去
つ
た
麓
に
、
箪
泄
法
親
工
は
笠
世
へ
落
ち
さ
せ
給
う
た
。
然
る
に
、
此
虎

も
ま
た
賊
兵
の
手
に
陥
り
、
途
に
因
は
れ
と
な
ら
せ
ら
れ
、
長
井
高
度
に
預
け
ら
れ
給
ひ
、
讃
岐
国
に
御
配
流
の

番
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呑

坂

高

ル
小

身
と
な
り
、
松
山
の
■
に
御
仕
居
わ
ら
せ
い
る
ヽ
■
と
な
つ
た
。

か
く
て
、
共
後
雨
六
波
雑
の
性
は

一
片
の
伸
Ｌ
な
り
、
箱
村
崎
の
織
入
に
、
鍬
倉
百
五
十
年
の
覇
業
は

一
輯
に

し
て
亡
び
、
建
武
中
興
の
大
業
共
の
緒
に
就
く
や
、
法
規
Ｉ
は

一
際
の
兵
を
陥

へ
て
御
泄
京
に
な
り
、
建
武
二
年

二
月
に
は
叡
出
に
上
い
れ
て
庄
■
に
彼
さ
れ
、
■

‐―――
に
叙
せ
ら
れ
た
。

姓
よ
り
先
、
高
時
の
亡
び
た
時
に
、
第
二
子
の
時
行
は
＝
を
逃
れ
て
信
州
に
た
り
〓
大
蔵
諏
訪
時
織
を
た
よ
つ

て
来
て
、
今
の
上
伊
那
郡
藤
洋
川
の
邊
に
深
く
ば
れ
て
居
た
が
、建
武
二
年
の
七
月
、
諏
訪
慎
重
及
其
子
時
続
は
小

縣
の
減
野

一
族
と
共
に
‐――
行
を
主
勝
と
し
て
．
兵
を
信
濃
に
撃
け
た
。
守
護
の
小
笠
原
貞
宗
は
兵
を
獲
し
て
之
を

討
た
ん
と
し
た
が
、
勢
中
々
猫
数
で
あ
つ
た
の
で
、使
セ
馳
せ
て
興
を
上
つ
た
。
時
行
は
進
ん
で
武
蔵
に
入
り
，
直

義
は
之
と
井
出
澤
に
戦
つ
て
敗
績
し
、
註
良
親
Ｉ
を
私
し
本
つ
て
西
に
介
り
、
時
行
は
月
の
十
五
日
に
錐
倉
に
入

つ
た
。

尊
氏
は
之
と
１１１１
い
て
、
八
月
京
都
を
酸
し
途
々
凶
徒
を
凛
破
し
て
嫌
倉
に
入
り
、大
に
時
行
の
軍
な
微
り
、
糠
重

等
は
、
面
皮
を
制
い
で
、
針
倉
の
大
御
■
に
枇
死
し
た
け
れ
ど
も
、
時
行
は
危
地
を
脱
し
た
。
こ
の
中
光
代
の
範

は
奪
氏
の
板
を
促
進
し
て
、
建
武
中
興
抑
折
の
直
接
導
入
線
と
な
つ
た
っ
延
元
元
年
奪
氏
が
兵
を
以
て
東
師
に
上

る
や
、
天
率
は
延
肝
十
へ
御
幸
に
な
つ
た
。
此
時
親
Ｉ
を
ば

一
品
に
叙
せ
ら
れ
て
、　
一
山
の
倫
徒
を
路
機

さ
れ

た
。
（天
台
庄
主
の
一
品
に
叙
せ
ら
れ
た
の
は
こ
れ
が
始
め
て
で
あ
る
。
）

三

斯
く
て
算
氏
の
西
ｔ
と
な
り
、
東
上
と
な
り
、
楠
木
正
成
の
戦
死
と
な
り
、
天
■
の
京
師
御
選
幸
と
な
り
、
績

い
て
吉
野
の
御
巡
狩
と
な
つ
て
、
厳
に
天
下
は
雨
分
し
て
、
宮
方
武
家
方
の
剛
年
に
宇
日
な
く
、
所
調
吉
野
悧
時

代
を
現
出
す
る
に
至
つ
た
。

四

宗
良
規
Ｉ
は
後
問
を
な
さ
れ
ん
篤
に
、
延
元
二
年
夏
の
頃
に
は
伊
勢
口

一
の
瀬
の
山
中
に
御
座
し
て
、
北
出
氏

と
氣
脈
を
通
じ
て
居
ら
れ
た
が
、
後
、
速
江
国
の
豪
族
井
伊
介
通
政
の
本
す
る
所
Ｌ
な
つ
て
共
地
に
赴
か
れ
、
東

国
の
経
昇
に
従
事
せ
ら
れ
た
。

延
元
三
年
の
春
、
北
出
顆
家
が
奥
州
か
ら
大
摯
し
て
西
上
す
る
に
古
り
、
親
Ｉ
は
共
七
李
め
て
■
に
参
加
せ
ら

れ
、
美
濃
園
青
野
原
や
、
獅
津
の
国
の
住
吉
、
天
Ｉ
十
に
憾
戦
せ
ら
れ
，
瓢
家
が
戦
死
の
後
、
古
野
に
御
入
り
に

な
つ
た
。
共
秋
勅
に
よ
つ
て
、
再
び
井
伊
城
に
赴
か
れ
た
。

井
伊
城
御
在
城
賞
時
に
於
け
る
親
Ｉ
の
勢
力
範
田
は
、先
づ
避
江
を
中
心
に
し
て
、北
は
信
州
の
市
淋
伊
那
諏
訪

地
方
に
、
東
は
西
駿
河
、
西
は
三
河
の
東
部
に
及
ん
で
ノ‐‐‐
‐
た
の
で
、
共
形
勢
は
東
海
油
宙
を
中
断
し
て
東
鎌
倉
の

番
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高
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亀
一

連
絡
を
妨
ぐ
る
こ
と
大
な
る
も
の
が
あ
つ
た
。
そ
こ
で
、
年
氏
は
四
年
の
七
月
に
高
師
泰
兄
弟
に
命
じ
、
大
兵
と

以
て
井
伊
数
を
田
み
、
途
に
之
と
陥
れ
た
。
親
ｉｌｌ
は
川
す
る
こ
と
な
く
、
餘
衆
と
集
め
て
又
大
千
城
に
擦
ら
れ
た

が
、
八
月
再
び
敗
ら
れ
た
。
三
河
国
足
助
の
城
ｉ
足
助
Ｉ
本
は
無
二
の
官
方
で
あ
つ
た
か
ら
、
頻
り
に
使
を
以
て

親
工
の
御
入
末
を
請
う
た
が
、
社
々
の
都
合
が
あ
つ
て
，
脱
ｌｌｉ‐
は
駿
河
関
な
る
狩
野
貞
長
の
構
へ
た
安
部
琥
へ
御

人
に
な
つ
た
。

丁
度
此
時
に
、
北
條
時
行
は
諏
訪
帳
織

（
時
維
の
子
）
を
―――‐
ら
ひ
、
安
機
の
仁
科
氏
と
氣
脈
を
通
じ
て
伊
那
郡
の

大
徳
三
十
城
で
（
上
伊
那
の
藤
澤
附
近
な
ら
ん
か
）
兵
を
撃
げ
、
小
笠
原
貞
宗
が
こ
れ
を
攻
め
つ
ヽ
ぁ
る
山
を
１１１‐
し
召

さ
れ
て
、
後
援
を
な
さ
ら
う
と
の
御
考
で
、
駿
河
の
安
部
”
を
出
壼
さ
れ
、
信
州
諏
訪
下
官
潤
の
詐

へ
御
斎
に
な

つ
た
。

現
今
の
長
地
村
字
柴
■
に
存
し
て
お
る
柴
宮
八
幡
官
の
耐
地
―‐ょ
親
王
御
所
の
選
蹟
で
ぁ
る
と
の
こ
と
で
ぁ
る
。

規
工
は
滋
野
の
一
族
や
Ｔ
，１‐１‐
の
就
等
を
率
ゐ
て
趣
き
救
は
れ
や
う
と
な
さ
れ
た
が
、
小
笠
原
氏
に
遮
ら
れ
て
意

を
果
す
こ
と
が
出
来
な
い
で
居
ら
れ
る
う
ち
に
。
武
家
方
の
包
Ⅲ
益
々
急
に
し
て
、城
中
は
糧
食
の
歓
乏
を
告
げ
、

十
月
戎
遂
に
陥
り
時
行
等
は
田
を
減
し
て
諏
訪
へ
逃
げ
込
ん
だ
。

大
徳
工
寺
城
の
陥
落
後
は
、
府
中
の
井
川
常
に
在
る
貞
宗
の
一
国
銀
定
の
活
動
が
頗
る
盛
で
ぁ
っ
た
篤
に
、
信

■
燿
■
■
囃
囃
囃
罐
罐
■
●
●
■
■
，
一■
一■
事
〓

州
に
於
け
る
富
方
の
勢
力
と
云
ふ
も
の
は
、
此
虎
普
く
軌
国
の
困
難
な
こ
と
を
御
情
り
に
な
り
、興
国
元
年
の
各
、

越
後
國
に
赴
か
れ
て
、
寺
泊
の
五
十
嵐
氏
の
許
に
居
ら
れ
た
が
、
こ
の
所
で
も
、
武
家
方
の
雄
勝
上
杉
憲
瓢
の
舞

に
官
方
は
段
々
と
共
勢
力
を
感
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
か
ら
、
興
爾
三
年
の
各
、
親
Ｉ
は
螂
じ
て
越
中
に
赴
か
せ
ら

れ
、
奈
哭
浦
な
る
石
黒
笠
之
の
許
に
御
留
り
に
な
つ
た
。

一
総
に
は
、
興
図
二
年
の
夏
親
工
は
信
州
に
入
ら
せ
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
越
後
に
赴
く
と
ぁ
り
。

五

一
般
、
下
伊
那
は
四
田
に
山
岳
を
継
ら
し
、
ユ
、
中
央
に
は
可
な
り
演
い
肥
沃
な
艇
野
が
あ
る
の
で
、
落
武
者

の
隠
れ
場
所
に
は
怜
常
し
て
居
て
、
伊
那
の
歴
史
は
落
武
者
の
慶
奥
と
云
っ
て
も
ょ
い
位
で
あ
る
が
、共
中
で
も
、

大
河
原
の
地
は
峻
哺
算
斗
た
る
赤
石
山
脈
と
、
蠅
婉
連
二
の
伊
那
山
脈
と
の
―１１
に
爽
ま
れ
た
深
山
中
の
深
由
で
あ

る
か
ら
，
幽
棲
の
場
所
と
し
て
は
最
も
ょ
ろ
し
い
。
雨
も
北
入
川
に
浩
う
て
北
行
す
れ
ば
、
市
湖
を
経
て
高
速
ょ

り
諏
訪
に
通
す
る
こ
Ｌ
が
出
来
、
市
の
方
は
地
蔵
峠
と
越
え
て
選
出
を
通
つ
て
遠
州
に
達
す
る

一
路
を
有
し
て
居

る
。
又
西
の
方
伊
那
の
干
野
に
向
っ
て
は
瞼
難
で
は
ぁ
る
が
、
伊
那
中
央
山
脈
の
尾
根
像
ひ
に
峠
セ
越
し
て
、
一

直
線
に
喬
木
村
の
氏
乗
、
宮
田
を
経
て
知
久
に
通
す
る
捷
路
が
開
け
て
居
た
。
（此
難
今
は
鷹
れ
て
、
唯
独
師
な
ド‘
が

難
ふ
の
み
で
あ
る
）
雨
も
、
群
嶺
購
々
の
間
に
出
熙
の
開
く
る
め
り
、
深
山
幽
谷
の
間
、
別
に
小
澁
川
に
浩
う
た
る

咄
寄
詰
百
胆
α
鴨
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ざ
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計
画
が
国
珊
総
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珊
奇
詰
高
騰
０
嶽
繭
清
峡
ざ
汁
耐
嗣
Ｓ
（
）
。
鵡
奇
詰
峠
＝
⑮
響
騨
悦
か
尋
ざ
乳
ン
飾
挫

．
用
前
期
沈
（
鴨
針
τ
繊
０
う
ｙ
ｓ
熙
■
。
□
日
回
”
因
咄
器

高

呑

た
●

八

桃
源
郷
と
で
も
云
ふ
べ
き
小
や
か
な
十
地
を
も
有
し
て
居
る
。

そ
こ
で
常
時
、　
，Ｆ‐―
州
に
於
て
の
官
方
式
家
方
の
配
＝
を
推
枷
す
る
と
、
天
稚
以
西
に
は
伊
那
の
中
央
部
た
る
松

尾
城
に
は
守
護
小
笠
原
―‐ｉｔ
宗
が
居
て
、
松
本
十
に
別
価
を
設
け
て
此
所
に
出
張
し
、
企
信
州
な
曜
し
て
居
る
か
ら
、

龍
西
よ
り
松
本
干
に
か
け
て
の
一
件
は
ナ
づ
武
家
方
の
勢
力
範
囲
で
あ
る
と
云
つ
て
よ
い
が
、
北
安
の
仁
科
氏
は

官
方
で
あ
つ
た
。
龍
東
伊
那
―――
脈
の
西
に
は
，――――‐
４
に
知
久
敦
点
が
居
り
、
大
河
原
の
番
坂
氏
や
、
諏
訪
の
大
祀
家

と
五
ほ
連
絡
を
通
じ
、
雨
し
て
北
僚
時
行
は
此
の
――――
に
出
浅
し
て
居
て
、
何
れ
も
小
笠
原
氏
に
相
措
抗
す
る
所
の

官
方
で
あ
る
。
柳
ち
大
側
に
於
て
「
南
信
濃
を
天
乱
川
に
滑
つ
て
縦
に
断
つ
た
東
は
■
方
で
、
西
は
武
家
方
で
あ

る
と
云
ひ
得
る
。
北
信
に
於
て
は
、
性
久
地
方
の
滋
野
、
海
野
諸
氏
七
始
め
と
し
て
小
縣
の
村
上
氏
の
中
に
も
小

笠
原
氏
と
際
を
生
じ
て
官
方
に
鳳
し
た
様
で
あ
る
。
而
し
て
興
口
よ
り
天
授
に
至
る
約
四
十
年
間
に
於
け
る
、
本

州
中
部
官
方
の
棋
披
地
策
源
加
は
大
河
原
で
あ
つ
た
。
大
河
原
が
斯
く
■
要
の
位
置
を
占
む
ろ
に
至
つ
た
の
は
宗

良
親
ｉＥ
の
御
滞
留
に
基
因
す
る
。

か
ヽ
る
中
に
、
越
の
回
に
於
け
る
宮
方
も
慣
み
と
す
る
所
が
少
な
く
な
つ
た
の
で
、
親
Ｉ
は
再
び
信
州
に
入
る

の
機
種
に
際
台
せ
ら
れ
た
。

六

籐
鷺
燿
■
■
■
■
鸞
疇
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・
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・
・

信
濃
に
於
け
る
宮
方
の
頭
首
と
も
日
す
べ
き
は
間
陶
上
北
僚
時
行
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
こ
の
時
行
や
諏
訪
頼
続

等
の
意
見
に
よ
り
「
親
上
を
留
め
奉
る
べ
き
場
所
と
し
て
の
諏
訪
は
地
勢
干
蕪
に
し
て
、
四
通
の
地
で
守
る
に
難

い
ば
か
り
で
な
く
、
小
竿
原
氏
の
居
付
井
川
に
も
近
く
あ
る
。
高
速
は
山
中
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
危
険
で
あ
る
と

云
ふ
の
で
、
送
に
こ
の
天
瞼
＝
遭
隔
の
大
河
原
へ
親
■
を
御
迎
へ
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

此
時
、
香
坂
高
宗
け
御
案
内
と
し
て
諏
訪
ｔ
で
出
張
し
、
杖
突
峠
を
越
え
、
市
洲
を
経
て
無
事
に
大
河
原
へ
御

連
れ
中
し
た
。
時
は
興
国
四
年
の
各
か
五
年
の
初
め
の
こ
と
で
あ
る
。

「
李
花
集
」
に
は

興
国
五
年
ｌｌｉ
濃
田
大
河
原
と
中
す
山
の
お
く
に
籠
リーーー
侍
し
に
た
た
か
り
そ
め
な
る
山
聾
の
か
き
ほ
わ
た

り
見
な
ら
は
ぬ
心
地
じ
侍
し
に
や
う
′ぐ
、
ゎ
か
ぬ
朴
の
光
待
出
づ
る
ｔ
の
百
囀
も
む
か
し
お
も
か
い
て

ら
れ
し
か
は

か
り
の
宿
か
と
ふ
は
か
り
の
共
竹
を
あ
り
し
田
と
や
う
く
ひ
す
の
な
く

春
こ
と
に
よ
び
や
Ｌ
り
せ
し
鴬
も
竹
の
そ
の
ふ
に
我
し
の
ふ
ら
ん

と
あ
る
。
こ
れ
は
大
河
原
御
吟
詠
の
最
初
の
も
の
と
性
へ
い
れ
て
居
る
っ
親
■
は
こ
の
頃
か
ら
、
こ
の
地
を
根
，

と
し
て
御
留
ま
り
に
な
り
、
官
方
の
勢
力
食
展
の
構
策
を
め
ぐ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

委

九

●
〓
湾
一
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一
識
に
、規
工
は
最
初
の
信
濃
入
り
の
時
、柳
ち
興
団
元
年
に
大
河
原
へ
御
入
城
に
な
つ
た
。
そ
し
て
、
九
月
に

陥
屋
義
治
が
尾
張
か
ら
大
河
原
ヘ
ホ
て
、
将
軍
の
■
に
丼
測
し
呑
坂
等
と
軍
議
し
、
又
遠
江
に
行
き
秋
葉
城
を
修

理
し
て
之
に
襟
り
、
大
河
原
城
と
連
絡
し
て
大
に
勢
と
張
つ
た
、
と
ぁ
る
。
又

一
諭
に
、
北
係
時
行
は
も
と
大
河

原
桶
谷
の
里
に
忍
び
雛
れ
て
成
人
し
た
の
で
、
此
邊
の
地
勢
に
明
る
く
、
進
に
親
上
を
駿
河
か
ら
御
つ
れ
中
し
、牛

年
餘
の
後
、
越
後
越
中
官
方
の
請
に
任
せ
、
彼
地
に
赴
か
せ
給
ひ
，
二
三
年
を
経
て
此
馘
へ
御
姉
り
に
な
つ
た
、

と
あ
る
。

時
の
大
河
原
城
主
呑
坂
四
郎
ノ‐ｉ
術
円
高
宗
は
今
の
大
河
原
市
場
か
ら
約
十
五
――ｌｆ
を́
東
に
、
小
渋
川
に
滑
つ
て
上

つ
た
、
字
上
成
に
城
を
構
へ
、
今
の
市
場
を
出
は
づ
れ
た
所
へ
松
干
城
を
築
い
て
高
坂
二
郎
を
し
て
之

に
居

ら

し
め
、
字
中
尾
に
城
を
築
い
て
堀
田
正
■
を
置
い
た
が
、
彼
は
親
上
の
御
末
駕
を
無
上
の
光
榮
と
感
じ
、
漁
降
の

熱
誠
を
捧
げ
て
回
天
の
事
業
を
柚
化
し
本
つ
た
の
み
な
ら
す
、
百
方
心
を
碑
い
て
、
こ
の
山
間
に
於
け
る
親
王
の

居
を
安
ん
じ
、
■
は
御
心
を
慰
柑
じ
本
つ
た
こ
と
で
ぁ
る
。

勿
論
、
北
僚
時
行
を
始
め
、
諏
訪
氏
の
一
族
な
ど
も
、
時
々
御
機
嫌
伺
ひ
や
御
相
談
に
来
た
こ
と
で
ぁ
ら
う
。

時
行
は
ぁ
る
期
脚
、
此
の
附
近
に
仕
居
を
し
た
こ
と
が
有
つ
た
と
思
は
れ
る
．
大
河
原
か
ら
飯
‐１１１
へ
出
る
道
筋
の

字
補
屋
に
は
小
字
”
屋
敷
が
ぁ
っ
て
、
時
行
の
屋
敷
跡
と
仰
へ
ら
れ
て
居
り
，
桶
谷
を
過
ぎ
た
所
に
、
北
憔
セ
名

乗
る
四
戸
の
家
か
ら
成
り
立
つ
て
居
る
北
條
と
い
ふ
小
部
落
が
あ
り
、
そ
れ
ょ
り
上
の
急
坂
と
北
條
坂
と
稀
へ
て

居
る
。
何
か
時
行
と
因
款
が
ぁ
る
ら
し
い
が
、
確
賞
な
書
類
が
見
常
ら
ぬ
か
い
断
定
し
葉
ね
る
の
で
ぁ
る
。

親
工
は
警
く
の
――
‐
――
は
，
こ
の
大
河
原
城
に
高
宗
が
心
器
し
の
奉
仕
を
受
け
さ
せ
ら
れ
つ
ヽ
御
滞
留
ぁ
ら
鷲
ら
れ

た
が
、
高
宗
時
行
等
は
山

一
の
事
を
心
配
し
て
、
理
に
小
澁
川
の
断
岸
に
滑
ひ
て
行
く
こ
と

一
里
牛
な
る
釜
澤
の

地
に
御
所
を
設
け
て
親
Ｉ
御
安
り
‐――
―
の
所
と
し
た
。

御
隣
跡
は
釜
澤
の
内
字
内
倉
の
御
川
干
に
あ
つ
て
、
宗
良
井
良
雨
親
ｉｌｉ
御
仕
居
の
跡
と
体
へ
ら
れ

て
居

る
所

で
、
大
河
原
城
ょ
り

一
里
牛
許
り
東
南
に
常
つ
て
居
る
。
共
他
日
碑
と
し
て
飛
っ
て
居
る
規
上
開
係
の
通
跡
が
少

な
く
な
い
。
御
的
場
は
御
所
跡
を
距
る
西
の
方

一
町
牛
の
所
に
あ
り
、
御
菩
提
川
と
和
せ
ら
る
ヽ
大
龍
寺
の
跡
は

字
寺
壇
外
に
あ
り
、
御
閑
居
の
地
た
る
長
谷
庵
跡
は
字
寺
滞
に
あ
り
、
井
良
親
Ｉ
御
陵
巣
や
宗
良
規
王
の
后
紀
伊

の
き
さ
き
の
御
陵
菓
や
井
良
親
Ｉ
の
后
、美
濃
の
き
さ
き
の
御
陵
藤
や
、
御
手
植
の
越
路
の
松
や
、御
腰
掛
の
石
や
、

経
塚
な
ど
が
ぁ
り
、
共
外
多
く
の
選
品
や
支
書
の
類
が
釜
滞
の
村
テーキー‐
ゃ
村
内
の
計
十
院
な
ど
に
慨
は
つ
て
居
る
。

ス
大
河
原
城
の
跡
は
字
上
蔵
に
あ
つ
て
、
釜
澤
に
通
す
る
通
傍
の
而
徳
寺
と
大
銀
杏
の
樹
の
有
る
隣
か
ら
、
東

南
数
――ｌｒ
を
隔
て
た
今
桑
畑
に
な
つ
て
居
る
の
が
そ
れ
で
澁
濠
の
形
が
明
に
飛
つ
て
居
り
、
後
方
は
断
岸
が
直
に
小

澁
川
に
違
つ
て
居
る
。

香

，

■
■

一●
〓

咄
寄
詰
肩
肛
０
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∝
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呑

竹
の
関
生
の
や
ご
と
な
き
御
身
を
以
て
、
親
■
は
興
四
四
年
の
各
か
ら
文
中
三
年
に
吉
野
へ
お
上
り
に
な
つ
た

ま
で
、
三
十
有
餘
年
の
‐―――
こ
の
人
里
離
れ
た
深
山
山
谷
の
概
に
在
ら
せ
ら
れ
た
。
共
御
寵
居
中
の
御
物
憂
さ
は
果

し
て
ど
ん
な
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
李
花
年
に

奪
つ
も
る
谷
の
埋
木
そ
の
僻
に
し
い
て
や
春
を
■
を
に
ず
く
ら
ん

こ
と
‐―ＩＪ
は
ん
人
に
は
告
け
よ
郭
公
わ
れ
世
の
中
に
あ
り
と
は
か
り
は

稀
に
ま
つ
部
の
つ
て
も
た
え
ぬ
と
や
木
曾
の
み
さ
か
を
■
う
つ
む
な
り

ぁ

ゝ
、
何
た
る
悲
調
ぞ
や
、
こ
の
御
詠
な
雨
し
末
る
も
の
、
誰
か
共
御
い
た
は
し
さ
に
同
情
の
涙
済
池
た
ら
ぎ
る

も
の
が
わ
ら
う
か
。

こ
の
間
に
於
て
、
親
Ｉ
は
機
を
見
て
は
上
野
、
武
蔵
、
美
濃
、
尾
張
、
速
江
、
越
後
等
の
諸
国
を
得
来
し
て
同

志
を
糾
合
し
賊
を
悩
ま
さ
れ
た
る
こ
と
も
、　
一
度
や
二
度
で
は
な
か
つ
た
。
こ
の
煩
出
泄
る
方
な
く
、
奔
士
流
離

臥
薪
の
苦
を
常
め
さ
せ
ら
る
ヽ
の
時
、
操
守

一
貫
少
し
も
製
す
る
こ
と
な
く
、
常
に
規
Ｉ
に
ホ
侍
し
て
慰
荘
し
奉

り
、保
護
し
な
り
、
時
に
或
は
出
で
ヽ
賊
軍
と
戦
ひ
、
あ
る
時
に
は
御
＝
守
居
役
を
示
り
て
後
願
の
募
ど
絶
ち
、
よ

り
て
以
て
規
工
を
三
十
餘
年
間
も
此
地
に
留
め
奉
り
、
共
の
回
人
の
事
業
の
需
策
地
た
ら
し
め
た
唯

一
人
の
苦
節

者
は
資
に
答
坂
高
宗
共
人
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

七

二
十
七
年
に
足
利
義
詮
が
和
を
市
つ
た
時
、
後
村
上
天
皇
は
凛
り
に
之
を
許
し
性
き
、
共
不
意
に
飛
し
、
新
田

義
興
等
に
命
じ
て
鎌
倉
に
在
る
尊
氏
を
無
倉
に
政
め
じ
め
た
。
二
月
、
兄
島
高
徳
は
密
旨
を
受
け
て
、
大
河
原
へ

末
て
■
詮
寺
の
障
を
許
し
た
こ
と
″
一皆
げ
、
間
二
月
に
は
勅
使
の
山
良
信
阿
価
が
来
て
、
親
Ｉ
を
■
東
勝
軍
に
優

す
る
の
令
旨
を
情
ら
し
た
」
＝
へ
ら
れ
て
居
る
。

こ
の
月
、
宗
良
就
…‐１‐１
は
新
川
へ
店
械
の
篤
に
諏
訪
、
滋
野
等
を
卒
ゐ
、
（一堂
小
を
―‐従
，
、
行
か
れ
た
と
書
い
一去
ロ

物
も
あ
る
が
和
た
に
し
い
。ｕ
上
野
国
へ
御
出
掛
に
な
つ
て
寺
尾
城
へ
御
入
り
に
な
つ
た
．
依
つ
て
土
地
の
人
は
親
上

を
上
野
官
と
桁
じ
奉
つ
た
。

一
流
に
、
二
十
四
年
規
Ｉ
は
新
川
■
宗
等
の
迎
に
よ
つ
て
、
上
野
口
新
―――
庁
十
屁
城
に
移
り
綸
ふ
と
ぁ
る
。

ｌＬ
時
新
―――
義
興
は
上
野
を
棋
抜
地
と
し
、
信
濃
越
後
に
於
け
る
官
方
の
兵
を
糾
合
し
て
十
餘
高
を
得
た
。
雨
し

て
北
條
時
行
は

一
方
の
大
肝
を
承
り
、
義
興
等
と
小
企
井
原
に
陣
し
親
■
は
本
１１１
を
小
手
指
原
に
構
へ
ら
れ
た
。

此
戦
富
方
は
大
に
奪
氏
の
軍
を
性
り
、
義
興
時
行
は
尊
氏
を
■
ら
し
て
針
倉
に
入
る
こ
と
を
得
た
が
、
新
田
義
宗

は
敵
と
戦
つ
て
敗
績
し
、
選
い
て
笛
吹
嶺

（上
信
凹
■
の
雌
水
‐―‐―‥
で
は
な
い
。
武
礎
図
比
企
那
の
ｆｌ
吹
け
で
ぁ
っ́
。）を
保

つ
て
居
た
。
親
Ｉ
は
諏
訪
氏
、
滋
野
氏
、
以
下
信
州
の
諸
士
と
共
に
，
之
れ
に
御
０
し
に
な
つ
た
が
、
武
家
方
の

番

駆

高

宗
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呑

ルホ

一
閣

光
鋒
、
武
田
小
笠
原
ゃ
進
見
等
の
三
千
除
騎
に
攻
め
立
て
ら
れ
、
官
軍
は
ス
々
敗
北
し
て
、義
宗
は
越
後
に
走
り
、

以
下
の
諸
将
亦
離
散
し
、
義
興
時
行
等
も
卸
倉
を
捨
て
ゝ
ｔ
つ
た
の
で
、
常
氏
政
伐
の
計
策
は
遂
に
無
効
に
絶
つ

た
。
そ
こ
で
親
工
は
榔
下
を
な
ゐ
、
再
び
伊
那
へ
引
き
込
ま
れ
る
の
上
む
な
き
に
至
つ
た
。

一
方
、
京
都
に
於
て
は
、
義
詮
が
八
幡
の
行
在
所
を
政
む
る
こ
と
が
急
で
あ
つ
た
の
で
、
天
皇
は
東
北
の
諸
静

に
詔
し
て
援
を
求
め
た
。
そ
こ
で
規
Ｉ
は
諏
訪
，
滋
野
、
仁
＝
、
上
杉
、
件
野
、
瀾
津
等
の
諸
褒
を
引
っ
れ
て
、

本
曾
路
か
ら
美
濃
関
安
で
御
出
か
け
に
な
つ
た
が
、
米
だ
至
ら
ぎ
る
に
男
山
送
に
陥
り
、
援
軍
は
中
途
か
ら
引
返

し
た
。
高
宗
は
此
時
御
留
守
居
役
を
承
つ
て
居
た
ら
し
い
。

八

武
蔵
野
の
戦
後
、
北
條
時
行
は
大
腑
に
も
相
棋
国
に
淋
み
、
再
■
を
請
じ
つ
ヽ
あ
つ
た
が
、
焼
に
奪
氏
の
偵
知

す
る
所
と
な
つ
て
補
へ
ら
れ
、
記
の
■
に
斬
ら
れ
た
。
時
は
Ｉ
十
八
年
五
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。
時
行
は
建

武
二
年
七
月
に
は
賊
と
な
つ
て
鍬
倉
に
政
入
つ
た
け
れ
ど
も
、
箪
氏
微
す
る
の
後
、
そ
の
年
の
十
二
月
勅
免
を
豪

つ
て
よ
り
無
二
の
官
方
と
な
り
，
建
武
年
１１１１
に
信
州
に
在
つ
た
頃
か
ら
、
伊
那
の
士
心
を
牧
携
し
，
寮
良
親
Ｉ
を

奉
戴
し
て
自
ら
中
堅
と
な
り
、
高
宗
を
輔
化
役
と
し
。
諏
訪
氏
を
外
郭
Ｌ
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
時
行
は
北
條
九

代
の
餘
威
を
以
て
し
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
位
の
事
は
出
来
た
こ
と
ヽ
思
ふ
。
彼
の
斬
ら
れ
た
時
年
代
鋼
十

に
充
た
な
か
つ
た
。
惜
じ
む
べ
き
限
り
で
あ
る
。

時
行
の
死
後
に
於
て
は
高
宗
が
共
通
志
を
機
い
で
維
始
減
ら
ず
、
大
河
原
の
地
は
、
際
然
束
画
に
於
け
る
苦
野

朝
の
重
鋲
と
な
つ
て
居
た
。
こ
れ
は
全
く
高
宗
が
芳
烈
比
類
な
き
の
致
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
李
化
集

「
い
な
て
思

ふ
云
て
」
の
御
歌
を
舟
設
す
る
も
の
は
規
工
が
如
何
に
高
宗
を
信
頼
と
し
て
居
ら
れ
た
か
よ
く
制
る
で
あ
ら
う
。

「
大
日
本
史
料
」
に

「
勝
山
小
笠
原
古
文
書
」
を
引
照
し
て
次
の
如
き
記
事
が
あ
る
。

七
月
五
日

（
Ｉ
不
八
年
）
箪
氏
、
信
濃
守
謹
小
笠
原
長
人
仁
科
氏
を
花
り
番
坂
氏
を
攻
む
る
と
褒
す
。

（長
基
は

貞
■
の
孫
で
あ
る
）

職
の
あ
つ
た
場
所
は
――――
か
で
な
い
。

か
く
て
、
正
千
九
年
の
九
月
親
Ｉ
は
越
後
へ
進
出
さ
れ
、
同
国
宇
加
地
域
を
御
攻
に
な
り
、　
年
一油
和
田
文
書
）

十
年
の
四
月
に
は
脇
屋
義
治
等
を
引
つ
れ
て
、
北
軍
と
越
後
志
都
乃
岐
大
島
の
二
■
に
職
ほ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

何
れ
の
場
合
も
充
分
の
戦
果
を
牧
め
』
れ
ず
、
間
も
な
く
信
濃

へ
御
帰
り
に
な
つ
た
こ
と
ヽ
思
は
れ
る
。

作
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
十
四
年
に
杏
坂
高
宗
、
藤
原
光
資
、
井
伊
直
―――――
等
は
三
百
除
騎
を
引
つ
れ
て
、
出
山
熙

清
の
勝
江
戸
尭
寛
を
座
光
寺
原
に
討
つ
と
あ
る
。

十
五
年
、
天
阜
は
仕
吉
の
行
■
に
幸
し
た
ま
ひ
、
親
Ｉ
に
詔
を
下
し
て
出
兵
の
御
僻
促
が
あ
つ
た
の
で
、
急
速

坂

■
メ

高
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呑

坂

出
資
の
準
備
に
取
か
ヽ
ら
れ
た
が
、
１‐し
時
恰
も
信
濃
路
は
■
氣
早
く
至
り
、
通
路
は
氷
雰
深
く
銀
し
て
人
馬
通
じ

難
く
、
知
何
と
も
仕
様
が
な
か
つ
た
の
で
中
止
せ
』
れ
た
。

こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
ら
う
、
親
Ｉ
が
娘
捨
山
附
近
に
御
イーー‥
居
に
な
つ
た
こ
と
が
，
李
花
集
に
よ
つ
て
窺

は

れ

る
。
親
‐１１
が
此
地
ま
で
出
ら
れ
た
事
は
、
此
時
分
に
信
州
官
方
の
勢
力
上
に
一
資
展
を
不
し
た
角
で
あ
ら
う
ｏ
墳

科
郡
の
戸
倉
付
に
信
濃
官

ぃ
一ｊ
場

と
い
ふ
適
跡
が
川
存
し
て
居
る
の
は
、
此
間
の
清
患
を
語
つ
て
居
る
も
の
で

」υ
，つ
。

斯
る
‐――‐
に
、
後
付
上
天
皇
は
病
を
以
て
加
御
あ
る
せ
』
れ
た
。
無
常
の
瓜
こ
そ
貸
に
共
敢
な
き
も
の
な
れ
．
襲

に
は
，
延
元
‐ｌｔｌ
年
の
夏
、
井
伊
城
で
父
天
皇
の
↓
報
に
接
し
、
今
は
賃
た
こ
の
計
書
を
耳
に
せ
』
れ
た
る
親
上
の

御
落
騰
は
ど
ん
な
で
あ
い
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
か
。

此
時
に
常
り
、
規
Ｉ
は
依
然
と
し
て
群
山
Ｉ
性
の
此
の
山
共
に
占
妹
し
て
、遠
三
越
上
の
官
方
と
気
脈
を
通
じ
、

勢
力
の
進
展
に
努
め
て
居
ら
れ
た
か
ら
、
恰
ヽ
本
州
を
中
断
し
た
形
で
あ
つ
た
ｏ
従
つ
て
、
武
家
方
の
角
に
は
常

さ
に
額
上
の
Ｉ
用
の
如
き
も
の
で
、
是
非
共
之
セ
根
本
的
に
掃
協
す
る
の
必
要
が
あ
つ
た
。
正
十
二
十
四
年
十
月

足
利
氏
は
上
杉
朝
房
、
出
山
基
国
等
に
大
河
原
の
政
撃
を
命
じ
、
今
川
範
氏
を
別
軍
と
し
て
下
條
日
か
ら
違
ら
し

め
た
。
時
に
大
河
原
城
中
に
は
藤
原
光
資
、
呑
坂
高
宗
あ
り
、
同
志
を
部
＝
し
て
之
に
常
つ
た
ｃ

十
月
上
杉
の
軍
は
和
田
峠
を
樋
し
て
居
た
諏
訪
氏
の
軍
を
破
つ
て
諏
訪
に
入
り
、
畠
山
は
青
柳
口
よ
り
攻
め
よ

せ
た
。
含
々
大
雲
連
日
、
雨
軍
は
野
螢
を
張
つ
て
相
峙
す
る
の
上
む
な
き
の
状
況
で
あ
つ
た
。
急
を
聞
い
て
、
高

宗
は
弟
の
高
行
と
共
に
、
五
百
餘
騎
を
以
て
諏
訪
へ
殺
到
し
来
り
、
十
二
月
二
十

一
日
の
夜
苛
柳
口
に
畠
山
の
軍

を
破
り
、
官
年
の
諸
藩
と
力
を
併
せ
て
途
に
和
田
峠
を
回
復
し
た
の
で
、
上
杉
島
山
は
永
く
留
る
事
を
得
す
し
て

武
蔵
に
還
り
、
小
笠
原
氏
も
亦
退
い
た
。
此
時
今
川
氏
は
下
條
口
に
於
て
、
知
久
氏
と
封
陣
し
て
居
た
が
、
大
手

の
敗
報
を
聞
い
て
、
戦
は
す
に
還
り
去
つ
た
。

共
頃
大
川
原
の
城
に
勝
箪
の
官
範
ら
せ
給
ふ
澁
谷
の
族
並
に
高
坂
の
高
宗
木
曾
上
杉
等
随
ひ
奉
る
関
東
勢
と
合

戦
し
て
、
十
月
よ
り
十
二
月
下
旬
に
及
ぶ
、
共
年
信
州
大
雪
ふ
り
水
気
甚
し
、
是
に
よ
り
雨
軍
互

に
戦

を

１１１

め
，
開
東
勢
口
に
椰
る
。
（南
方
紀
仰
）

十
月
十
三
日
沸
詮
武
州
よ
り
師
京
す
。
上
杉
源
１１１
少
蝸
刹
房
出
山
右
術
円
性
基
国
人
適
得
本
、
武
州
本
庄
よ
り

信
州
に
磯
向
、
同
国
大
川
原
の
城
に
、
中
務
卿
寮
良
脱
工
光
を
守
つ
て
、
滋
野

一
族
杏
坂
高
宗
木
曾
上
杉
等
之

に
場
す
。
是
於
合
戦
、
十
月
よ
り
十
二
月
下
旬
に
至
つ
て
戦
止
ま
す
し
て
雌
雄
決
せ
ず
。
既
に
し
て
、
去
氣
護

し
く
深
雪
故
雙
軍
川
し
て
Ｉ
に
兵
を
引
。
（櫻
贅
記
）
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一
八

建
徳
元
年
の
正
月
、
規
Ｉ
は
戦
勝
に
乗
し
て
、
西
上
せ
い
れ
や
う
と
し
た
。
高
来
は
共
時
機
に
あ
ら
ぎ
る
の
故

を
以
て
、
切
に
御
諫
め
を
中
上
げ
た
が
、
御
用
ひ
な
く
、
光
資
を
大
河
原
に
留
め
置
き
、
磯
足
せ
ら
れ
た
。
此
時

高
寮
は
警
術
の
任
を
承
り
て
屋
従
し
た
。
木
曾
路
よ
り
美
濃
に
入
ら
せ
ら
れ
た
。

本
曾
路
川
う
つ
た

へ
瀬

々
の
浪
な
ら
は
行
き
め
く
り
て
も
立
ち
か

へ
ら
ま
し
　
　
　
　
｛バ
良

規

一一

然
る
に
、
武
家
方
の
勢
蔓
延
し
て
行
ザ
の
諸
道
が
何
れ
も
水
つ
て
居
た
篤
に
、
親
三
は
電
張
の
大
山
か
ら

‘
イｌｉ
へ
折

れ
て
東
海
道
に
出
て
、
三
逮
を
組
て
再
び
大
河
原
に
椰
溝
せ
ら
れ
た
。

■
良
親
Ｉ
は
芳
野

へ
御
上
り
、
民
榔
卿
光
資
は
猫
信
州
に
止
り
て
大
川
原
城
を
守
る
。
呑
坂
光

に
従
ふ
。

（南
方
紀
停
）

焚
於
、
宗
良
規
―――
古
野
の
行
官
に
至
ら
ん
と
欲
Ｌ
′、
信
州
を
酸
す
。
呑
坂
高
寮
等
堀
に
光
を
止
む
と
い
へ
ど
も

聞
か
す
し
て
、
民
部
卿
光
資
を
大
河
原
の
城
に
残
す
。
高
井
檎
も
鳩
す
ｏ
宗
奥
乗
て
志
す
事
も
違
贅
じ
ｔ
中
途

に
迷
ふ
。
時
に
和
歌
を
三訂
す
ｏ

暫
し
た
に
吹
か
ぬ
間
も
か
な
瓜
の
み
に
た
つ
距
の
み
の
在
所
定
め
て

既
に
美
濃
国
に
至
つ
て
、
大
山
よ
り
鳴
海
の
浦
近
く
出
で
、
海
邊
を
見
て
之
を
一詠
す
。

曲
路
よ
り
礎
邊
の
■
に
今
日
は
末
て
浦
め
つ
ら
し
き
放
衣
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（櫻

¨
３
．記
）

鵞111111

光
よ
り
先
、
上
杉
出
山
の
徒
は
三
度
ま
で
信
州
に
侵
入
し
た
が
宮
方
は
例
の
瞼
要
に
擦
つ
て
防
ぐ
こ
と
が
厳
重

で
あ
つ
た
か
ら
、
彼
等
も
途
に
断
念
し
て
不
成
功
に
引
き
避
い
た
。

一
統
に
、
正
十
十
五
年
親
Ｉ
は
越
中
国
へ
赴
か
れ
、
文
中
二
年
に
は
大
河
原
へ
御
肺
り
に
な
つ
た
。
と
あ
る
。

女
中
三
年
の
各
親
Ｉ
は
武
士
性
に
二
十
騎
許
を
従
へ
て
信
州
を
出
で
、
再
び
西
上
の
途
に
就
か
れ
た
。
蓋
し
此

頃
に
至
つ
て
古
野
信
州
‐―ＩＩ
の
路
が
湖
く
通
じ
、
往
末
が
容
易
に
な
つ
た
鴬
で
あ
ら
う
。
か
く
て
今
度
は
何
等
の
障

害
も
な
く
南
都
と
過
ぎ
て
春
Ｈ
Ｉ‐――‐
に
詣
で
ら
れ
、
三
愉
に
は
特
に
御
油
り
が
あ
つ
て
、
行
官
に
姉
ら
れ
た
。
親
工

の
延
元
三
年
に
閥
下
を
計
さ
れ
て
よ
り
、
瓜
雨
霜
雪
質
に
三
十
七
年
と
経
過
し
て
居
る
。

「
櫻
雲
記
」
の

今
年
各
、
宗
良
規
Ｉ
信
州
人
河
原
よ
り
南
朝
へ
来
る
。
去
る
延
元
の
頃
束
に
下
り
て
遜
に
年
月
を
維
て
、
今
笈

に
至
つ
て
共
兄
し
人
も
失
せ
果
て
ヽ
、
最
も
愁
を
催
し
、
獨
快
督
と
い
ふ
事
を
詠
す
。

同
じ
く
は
共
に
見
し
代
の
人
も
か
な
栖
し
さ
を
た
に
‐――‐
り
合
せ
ん

の
本
文
を
讀
ん
で
見
る
と
親
Ｉ
が
＝
時
そ
ぞ
ろ
に
快
倍
の
浜
に
む
せ
び
給
ひ
し
状
、
見
る
が
如
く
で
あ
る
ｃ

此
時
に
営
り
、
九
州
共
他
四
方
の
前
年
が
順
る
振
は
ぎ
る
の
状
で
あ
つ
た
か
ら
、
規
工
は
意
を
決
し
て
天
技
〓

年
の
末
つ
方
、
再
び
信
州
へ
御
出
ま
し
に
な
ら
う
と
し
て
途
次
大
和
国
長
谷
寺
に
御
登
り
に
な
り
、ム
で
確
髪
し
給

ひ
、
そ
れ
か
ら
大
河
原
へ
御
入
り
に
な
つ
て
義
兵
を
寡
り
、
京
都
鍬
倉
の
確
執
に
乗
じ
て
事
を
ふ
げ
よ
う
と
せ
ら

一
九

咄
寄
舗
言
制
０
”
椰
蒲
研
ざ
汁
蒜
＝
Ｓ
（
〕
。
Ｎ
奇
市
鍬
＝
０
珊
畔
湧
が
ｑ
ざ
亀
／
赫
赳

・
鳳
前
柵
沈
（
味
針
τ
飾
０
う
Ｓ
）
叫
，
。
回
け
回
が
図
咄
器
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れ
た
が
彼
等
雨
家
の
和
が
成
立
し
た
た
め
、
遂
に
こ
の
事
も
察
し
く
な
り
、
■
は
信
州
に
於
け
る
宮
方
も
漸
く
に

離
散
し
、　
一
貫
し
て
志
の
楡
ら
な
い
で
忠
勤
を
招
ん
す
る
も
の
は
答
坂
高
宗
以
下
三
二
の
人
が
あ
る
許
り

と
な

り
、
須
勢
の
赴
く
所
又
如
何
と
も
な
し
難
く
、
人
投
六
年
に
は
二
た
び
西
上
せ
わ
れ
、
新
葉
和
歌
集
の
撰
集
に
従

事
せ
ら
れ
た
。

高
宗
よ
り
外
は
皆
背
き
し
か
ば
、
五
月
信
濃
を
出
で
古
野
へ
移
ら
せ
給
ふ
。
夫
れ
ょ
り
河
内
興
由
―――
と
い
ふ
所

に
関
居
あ
り
て
新
業
集
を
選
み
給
ひ
て
市
帝

へ
奏
じ
給
へ
り
。
（商
方
れ
停
）

今
年

（
天
授
一ハ
年
）
入
道
宗
良
信
州
大
河
原
に
あ
り
て
疵
共
を
起
さ
ん
と
欲
す
と
い
へ
ど
も
、南
方
に
通
す
る
兵

士
皆
以
て
背
き
て
谷
坂
高
宗
の
み
心
を
貸
ぜ
す
、
忠
を
励
さ
ん
Ｌ
す
。
宗
良
計
謀
成
ら
す
信
州
を
出
で
河
内
国

に
至
つ
て
山
田
に
居
す
。
（櫻

■

祀
）

仰
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
親
工
は
叉
大
河
原
に
赴
か
れ
た
が
、
ネ
兵
の
事
意
の
如
く
な
ら
す
、
千
載
の
恨
を
不
ん

で
亮
去
せ
ら
れ
た
。
九
そ
元
中
の
頃
と
い
は
れ
る
。
御
姓
年
は
詳
か
で
な
い
。

親
上
の
光
所
に
つ
き
て
は
異
論
が
多
い
。
後
人
速
江
図
井
伊
城
附
近
に
親
Ｉ
の
御
ネ
あ
り
と
稀
し
、
明
治
に
至

り
て
親
Ｉ
な
祀
れ
る
官
幣
中
性
井
伊
谷
神
耐
亦
共
虎
に
建
設
せ
ら
れ
し
と
雌
も
、
大
日
本
史
は
鎌
倉
大
革
紙
に

依
り
て
信
州
浪
合
の
売
去
に
重
き
を
置
き
、
博
士
黒
板
勝
美
氏
は
醍
醐
三
贅
院
の
文
書
を
引
き
て
、
新
に
大
河

原
売
去
識
に
重
き
と
置
け
り
。
執
れ
が
ス
、
執
れ
が
偶
か
、
♯
考
未
だ
考
ふ
る
所
あ
ら
す
。
（信
濃
史
瞳
）

一
〇

・
Ｉｔ
末
、親
ｌ１１
の
御

一
生
を
叙
し
た
こ
と
に
依
つ
て
、高
宗
に
開
す
る
事
最
の
大
織
を
逃
べ
た
積
り
で
ぁ
る
が
、
繋

す
る
に
、
興
四
年
間
親
上
が
北
僚
時
行
以
下
の
官
方
諸
将
の
本
す
る
川
と
な
つ
て
、
大
河
原
に
根
披
を
御
定
め
に

な
つ
て
よ
り
以
来
、
忠
誠
の
心
を
以
て
常
に
規
Ｉ
に
随
従
し
て
之
を
抹
誰
し
奉
り
、
時
に
政
は
千
軍
高
馬
の
間
を

往
末
し
て
、
武
家
方
の
謄
を
来
か
ら
し
め
、
規
上
が
大
河
原
に
御
不
在
の
時
に
は
殊
に
，ｌｉｌｌ‐
ノ
峯
の
知
久
氏
と
気
脈

を
通
じ
て
、
根
族
地
大
河
原
の
安
日
と
出
り
、以
て
後
顧
の
憂
な
か
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
高
宗
は
行
住
坐
臥
、

片
時
も
親
王
を
忘
る
ヽ
の
際
な
く
、
如
何
に
衷
心
か
ら
親
王
に
仕
へ
奉
つ
た
か
は
、
何
よ
り
も
確
貸
で
あ
る
所
の

御
自
詠
の
歌
集

「
李
花
集
」
中
、
次
の
御
歌
を
舞
讀
す
れ
ば
直
に
刹
る
こ
と
で
あ
る
。

大
河
原
と
中
侍
し
山
の
興
と
も
又
立
出
侍
し
に
行
末
も
い
か
か
な
ど
中
て
呑
坂
高
宗
な
と
し
き
り
に
上

め
侍
し
を
猫
ふ
り
す
て
ヽ
出
侍
し
に
そ
な
た
と
思
し
方
も
又
さ
う
ゐ
す
る
事
も
あ
り
し
か
は
中
杢
に
た

た
よ
び
し
頃
よ
み
侍
し

し
は
し
た
に
吹
ぬ
間
も
哉
風
の
上
に
立
塵
の
身
の
有
家
定
め
ん

信
濃
国
大
河
原
と
い
ふ
深
山
に
絶
て
年
月
を
の
み
途
侍
し
に
更
に
何
時
と
待
つ
へ
き
期
も
無
け
れ
は
香

呑

」

`

高

一
一
一

一〓
一●
■

畔
寄
繭
萬
憮
０
”
節
蒲
映
ざ
汁
満
桐
Ｓ
（
ヽ
。
畔
寄
耐
蝋
＝
０
導
畔
悦
針
ｑ
ざ
Ｌ
ン

日
前
＝
湧
（
叶
針
τ
飾
０
す
む
０
呻
）
。
国
け
回
ゆ
国
珊
総
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坂
高
宗
な
と
か
朝
夕
の
，，１‐―
雪
を
排
ふ
忠
節
も
共
跡
方
な
か
ら
ん
事
さ
へ
片
腹
痛
く
思
ひ
つ
つ
け
ら
れ

い
は
て
思
ふ
谷
の
心
も
苦
し
き
は
身
を
理
木
と
過
す
成
鬼

御
歌
は
僅
に
二
育
に
過
ぎ
な
い
が
、
高
宗
の
赤
誠
を
表
明
す
る
＝
に
於
て
は
、
管

々
し
な
千
高
言
に
も
優
つ
て
居

る
所
の
有
力
な
る
微
識
で
あ
る
。

右
の
外
、
古
い
書
物
に
散
見
し
て
居
る
高
宗
開
係

の
部
分
を
技
丼
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
が
、要
は
前
記

「
李

花
集
」
の
御
歌
以
上
に
出
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
，
断
つ
て
置
く
ｏ

ｌｌｔｌ
年

（延

元
）
八
月
、
甲
斐
国
白
河
を
通
り
て
、
信
濃
田
諏
訪
へ
入
』
せ
た
ま
ひ
け
る
。
番
坂
四
郎
高
宗
無
二

の
志
を
幕
し
て
、
滋
野
の

一
族
並
に
上
耐
の
考
共
を
招
集
け
る
ｏ
（中

略
）
天
投
三
年
の
名
信
濃

へ
御
下
向
の
時
、

和
州
長
谷
十
に
て
御
飾
を
落
さ
せ
給
ひ
し
、
信
濃
の
官
方
仕
背
き
本
り
て
各
坂
が
外
は
幅
み
ま
し
ま
す
べ
き
者
な

か
り
し
ほ
ど
に
、
五
年
吉
野
に
週
れ
入
ら
せ
、
云
々

（信
渋
官
仰
）

甲
斐
図
由
須
と
い
ふ
虎
の
松
蔭
に
御
馬
を
止
め
さ
せ
給
ひ
て

・・―似
初
の
行
通
ひ
路
と
用
し
か
と
い
さ
や
知
ら
す

の
ま
つ
人
も
な
し
」
信
濃
宮
大
河
原
と
い
ふ
庭
の
杏
坂
高
宗
が
家
に
入
ら
せ
給
ふ
。
駿
河
よ
り
御
途
り
参
り
し

人
々
姉
り
侍
り
け
れ
ば
．
興
良
競
Ｉ
の
御
許
へ
御
文
有
て
↓
ふ
し
の
根
の
岬
り
を
見
て
も
潜
問
へ
よ
漉
間
の
嶽

は
い
か
に
燃
る
と
」

（中

略
）
天
投
三
年
信
濃
の
官
方
背
き
参
ら
せ
、番
坂
高
宗
が
外
は
御
敵
と
な
り
し
か
ば
、

一
一
一
一
一
一
一
籍
一
一
・
一
一
・一
一
一一
一一一
一
一一
・一
・一
一
一

螂
＝
樹
霊
鷲
艤
議
鷲
■
鷲
難
駿
鷲
藤
〓
●
一無
■
●
●
●

格
年
の
官
信
濃
を
御
出
有
て
、
河
内
開
山
―‥――
と
い
ふ
虎
に
立
忍
ば
せ
給
ひ
け
る
。
云
た
。
（■
本
信
濃
宙
何
）

越
中
石
黒
に
仕
み
綸
ふ
や
。
上
肥
以
下
の
国
人
忍
々
に
馳
せ
参
じ
て
守
誰
し
来
り
、
信
州
大
河
原
に
帰
り
給
ふ

や
。
答
坂
高
宗
美
し
き
庵
を
新
に
建
て
ヽ
安
端
し
本
る
の
み
な
』
す
、
紳
家
の
一
族
知
久
太
郎
左
衛
関
数
貞
及

び
滋
野
の
人
々
に
は
海
野
小
太
郎
普
幸
と
始
め
と
し
て
、
共
他
勤
上
の
志
を
傾
け
て
守
護
し
奉
り
ぬ
。
（三
河
志
）

偉
ふ
る
所
に
口
く
、
高
宗
は
唯
‥‥―で
良
肌
Ｉ
の
御

一
代
に
仕
へ
て
忠
烈
な
政
し
た
の
み
に
止
ま
ら
な
い
。
御
子
の

声
良
親
‥‐―‐１
、
ガ
■
王
、
合
せ
て
御
三
代
に
仕
へ
、
應
永
十
四
亥
二
月
十
七
日
を
以
て
大
河
原
城
に
吸
し
た
。
↑
、の

残
年
は
―．
蔵
の
宗
久
寺
に
あ
る
高
宗
の
位
眸
及
某
右
に
刻
ま
れ
て
あ
る
所
１１
披
る
）
又
嫡
男
の
松
千
高
章
、　
二
男
の
二
郎

及

一
族
の
高
行
等
に
至
る
ま
で
、
同
様
の
忠
節
を
盤
し
て
信
濃
宮
三
代
に
仕
へ
奉
り
、
共
の
末
葉
は
正
統
綿
々
、

大
河
原
城
に
続
続
し
た
が
、
天
支
二
十
三
年
五
月
、
叩
ｔ
武
田
信
玄
の
臣
山
本
勘
助
の
略
る
ヽ
麟
と
な
り
、
城
も

亦
臓
琉
と
な
つ
て
家
名
を
失
ふ
に
至
つ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
↑

れヽ
は
諄
誠
）

大
河
原
宇
上
戯
の
答
坂
氏
麟
牌
の
置
か
れ
て
あ
る
宗
久
十
七
隔
っ
る
こ
と
西
に
数
丁
、
小
澁
河
に
臨
ん
だ
丘
上

字
――ｌｉ
正
林
の
地

一
業
の
松
樹
千
政
の
輸
潤
を
俳
ふ
る
所
、
自
然
石
長
さ
三
尺
の
断
碑
、
碑
面
微
か
に

「
水
林
院
殿

弾
索
良
１１１
大
居
士
」
と
護
ま
れ
る
も
の
、
こ
れ
印
ち
容
坂
高
来
の
英
鍛
が
永
へ
に
眠
れ
る
お
く
つ
き
所
で
あ
る
。

瓜
輌
“
霜
六
百
年
、
誉
は
し
き
共
青
節
と
共
義
烈
と
は
畏
く
も
天
聴
に
達
し
て
、去
茂
漿
古
の
御
大
共
に
際
し
て
、

二
一一一

番

坂

高

宗

峨
寄
詰
高
肛
０
嗅
繭
清
“
ざ
汁
満
颯
§
（
ヽ
。
Ｎ
寄
繭
球
＝
⑮
叫
部
う
か
尋
ざ
屁
ン
飾
挫

．
日
前
絆
湧
（
中
か
τ
鏑
０
ウ
゛
ゞ
熙
）
。
回
け
回
ゆ
国
珊
盤
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畔
寄
耐
球
＝
０
響
騨
沈
が
こ
ざ
弔
ノ
飾
難

．
鳳
前
柵
沈
（
味
針
τ
綱
０
沈
伊
ｓ
熙
）
。
国
け
回
り
国
珊
総


